
水害
地震
ライフラインの停止
原子力災害
新型インフルエンザ
テロ・周辺事態
事故よる環境汚染

水害
地震
ライフラインの停止
原子力災害
新型インフルエンザ
テロ・周辺事態
事故よる環境汚染

土砂災害
風害
雪害

大気汚染、環境破壊
経済危機

土砂災害
風害
雪害

大気汚染、環境破壊
経済危機

医師不足
後継者不足
育児放棄
環境への無関心
失業

医師不足
後継者不足
育児放棄
環境への無関心
失業

心と体の問題
教育現場の問題

食の安全性
地域の安全、地域の活力喪失

交通災害
情報セキュリティ

心と体の問題
教育現場の問題

食の安全性
地域の安全、地域の活力喪失

交通災害
情報セキュリティ

新潟県が今おかれている現況
（外的・日常的）

突発災害への備え
（外的・非日常）

毎日の生活の中にあるリスク
（内的・日常的）

新潟県がかかえている長期的な悩み
（内的・非日常的）

新潟県が優先的に取り組むべきリスク

4

被害 対策

問題
想い

（目指したいもの）

一般的なもの

新潟独自のもの

ハザード

（危機）

「防災立県のための基本戦略」構築手順

5
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再生する

対応する

そなえる

基本方針

最終目標

防災立県のための基本戦略
Ⅰ.防災立県の風土を醸成する

被災経験を生かし、新潟スタイルの防災文化を創造し、発信する

Ⅱ .あらゆる主体の力を集めて効果的に災害に対応する

地域による、地域のための防災力向上にチャレンジする

Ⅲ. 災害に負けない新潟をつくる

地域に「災害への抵抗力」と「被災からの復元力」を蓄える

Ⅳ. 情報の統合・共有の仕組みを確立する

アナログとデジタルの統合を目指す

Ⅴ. 応急対応に必要な機能を実現する
1人でも多くのいのちを救いたい

少しでも安心できる避難生活をおくりたい

新しい課題に取り組みたい

Ⅵ. 復旧・復興に取り組む

1. まちばを再生する

2. 中山間地域を再生する
3. 生活を再生する

4. 経済を再生する

人が集まる魅力的な“まちば”を再生する

中山間地域の良さを守る

被災に対する“守り”と被災をバネとする“攻め”の経済再生

住民の意見を反映した生活再生

“チームにいがた”を結成し、被災地支援を行う

6

地盤やすまいの
同じところが被害をうける

地盤やすまいの
同じところが被害をうける

被災したところや危険な
場所をPRできていない

被災したところや危険な
場所をPRできていない

Ⅰ. 防災立県の風土を醸成する

“被災経験を生かし、新潟スタイルの防災文化を創造し、発信する”

もう二度と被害を
受けたくない

もう二度と被害を
受けたくない 財産への被害は痛い

財産への被害は痛い
直接の被災者

でないと「いのちを亡くす」
ということに現実感が薄い

直接の被災者
でないと「いのちを亡くす」
ということに現実感が薄い

被災経験や知恵を
文化にしたい

7.新潟県の経験を生かし、防災立県の風土を育む

1.経験を知恵に変える 経験を風化
させてはいけない

経験を風化
させてはいけない

3.知恵を共有する

2.知恵を蓄積する 災害経験が
蓄積されていない

災害経験が
蓄積されていない

日常の視点からの
被災経験を生かす

日常の視点からの
被災経験を生かす

経験が県内外で
共有されていない

経験が県内外で
共有されていない

災害続きでボランティアの
経験がある

災害続きでボランティアの
経験がある

企業で培った
知見を生かしたい

企業で培った
知見を生かしたい

4.知恵を生かす 5.知恵を発信する 6.次世代へ継承する

沖地震の対応は
中越大震災より
迅速に行われた

沖地震の対応は
中越大震災より
迅速に行われた

災害に対する
手段を確立する

災害に対する
手段を確立する

知恵を生かして
他県応援の整備する

知恵を生かして
他県応援の整備する

経験を生かして
他県の応援に行く

経験を生かして
他県の応援に行く

経験者がいなかったら
うまく回ったかどうか

経験者がいなかったら
うまく回ったかどうか

高齢者は被災経験が
あり、動きが良かった

高齢者は被災経験が
あり、動きが良かった

平時は被災への
現実感がわかない

平時は被災への
現実感がわかない

経験したことを風化
させないように
アピールしたい

経験したことを風化
させないように
アピールしたい

女性や子ども達の
意見経験を生かす

女性や子ども達の
意見経験を生かす

自主防災組織が
どういう活動をしたのか

分からない

自主防災組織が
どういう活動をしたのか

分からない

7
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１人１人と家族のちから

社会を作り上げる
制度や体制に基づ

く支援

地域にしばられない、
様々な主体の共働

あらゆる主体の力を結集するには・・・

「互助」の再定義が必須

地域に息づく
伝統的な助け合

いの精神

「あって当然」
「自然にそな
わっているもの」

8

１人１人と家族のちから

社会を作り上げる
制度や体制に基づ

く支援

地域にしばられない、
様々な主体の共働

あらゆる主体の力を結集するには・・・

阪神・淡路大震災の被災地で
機能し、認識されたつながり

阪神・淡路大震災の被災地で
機能し、認識されたつながり

新潟県中越地震・沖地震の被災地で
機能し、認識されたつながり

新潟県中越地震・沖地震の被災地で
機能し、認識されたつながり

「互助」の再定義が必須

地域に息づく
伝統的な助け合

いの精神

「あって当然」
「自然にそな
わっているもの」

9
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